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研修目的
中小企業者またはその従業員が、機械技術に関する基
礎及び応用知識を修得し、そして活用することにより、
中小企業の技術開発力の向上を図り、企業の発展に資
することを目的としています。
研修期間
平成24年10月22日（月）～11月30日（金）（内10日間）
研修内容
座学：18時間、実習：8時間
研修場所
岐阜県工業技術研究所（岐阜県関市小瀬1288）
募集対象
県内に事業所をおく中小企業者等であって、技術に関する
実務の経験が３年程度の方（※ただし、一部例外的に中小
企業以外の者の受講を認める場合がありますので、中小企
業以外の受講希望者は下記まで事前にご連絡下さい。）

募集人員
定員32名
（下記期限に締め切りますが、申込者数が定員を超えた
場合は、複数者申込み企業から調整させて頂くことが
ありますのでご了承ください。）
受講料
受講者１名につき　6，000円程度
（受講料は受講者数により変動しますのでご了承下さ
い。受講料の払い込みについては、受講者が決定したあ
と別途通知します。）
修了証書
規定時間（総研修時間の75％）以上出席された方には、
岐阜県工業技術研究所長から修了証書を交付します。
申込方法
ご希望の方は担当：今井までご連絡下さい。
ＴＥＬ：0575-22-0147

中小企業技術者研修　総合技術者研修『機械・金属』課程の研修生募集

精密機械加工 積層造形法／放電加工／電解加工／レーザービーム加工／電子ビーム加工／
化学加工／電鋳加工／超音波加工／噴射加工／超精密切削加工
材料の分類／金属の特徴と自由電子／結晶構造／金属の変態／純金属と合金
／状態図／炭素鋼／製銃・製鋼／鋼の熱処理／特殊鋼／拡散／鋳造と凝固
引張試験／硬さ試験／シャルピー衝撃試験／破壊靭性試験／破壊形態／応力
拡大係数／破面情報

金属材料

材料試験

６

６

６

精密測定 ２

分析化学実験 ２

硬さ試験 １

組織観察 １

刃物試験と形状観察 １

材料試験 １

科目 時間 講師 主な内容

科目 時間 主な内容
製品の寸法や幾何公差を高精度で測定する「3 次元測定」、「画像測定」、円筒形状の幾何偏差を測定す
る「真円度測定」及び、製品の表面性状を測定する「表面粗さ測定」の基礎的な実習を行います。

分析実験を行いながら、化学分析の基礎について学びます。

硬さ試験実習を行いながら、硬さ試験法（ロックウェル、ブリネル、ビッカース）について学びます。

金属材料のミクロ組織を観察するために研磨・琢磨・エッチングの実習を行い、光学顕微鏡にて観察し
ます。
本多式切れ味試験機の操作法を学んだ後、切れ味の変化を確認できる実習を行います。また、レーザー
顕微鏡により形状を観察します。
引張試験の概要について、主にひずみ・弾性率および応力ーひずみ曲線について説明します。その後、
引張試験の実習を行い、引張強度・伸びの測定、弾性定数の算出等を行います。

岐阜大学工学部
　　准教授　加藤隆雄
岐阜工業高等専門学校
　　准教授　山田　実
岐阜工業高等専門学校
　　　教授　小栗久和

実習：8時間（ 2時間〔 17 : 30～ 19 : 30 〕× 4日間 ）

座学：18時間（ 3時間〔 17 : 30～ 20 : 30 〕× 6日間 ）



http://www.metal.rd.pref.gifu.jp

info@metal.rd.pref.gifu.jp

TEL : 0575-22-0147  FAX : 0575-24-6976

〒501-3265 岐阜県関市小瀬1288番地

研究紹介　使いやすい包丁の機能設計

Industrial Research Institute of Gifu Prefecture
岐阜県工業技術研究所
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　岐阜県は全国でも有数の包丁の産地であり、年間出荷額
1位、シェア50%を誇ります。各企業では材料開発や製造技
術、品質向上を中心とした製品開発が行われていますが、
ユーザーの視点に目を向けたアプローチはあまりありま
せん。そこで包丁の商品価値向上のため、ユーザーの視点
に配慮した製品開発の推進について検討しました。

（１）包丁の使い方調査
　包丁の開発を進める上で、一般
女性が包丁をどのように使ってい
るのか現状を調査しました。その
結果、包丁の握り方を5種類に分類
しその割合を示しました。また柄
元握り型（柄と刃を握る）は、握り
型（柄のみを握る）と比較して、手
の小さな人の握り方でした。これ
は包丁の切断作業は『てこの原理』
に基づく作業であり、作用点と支
点を近づけることにより、小さな
力で切断することができるからだ
と推察されました。

（２）包丁の評価構造モデルの作成
　人が包丁をどのように知覚、評価しているのか明らか
にするために、聞き取り調査をしました。これにより包丁
の使いやすさとはどのようなことかわかりました。また
ここで得られた項目は、今後包丁を評価するときのアン
ケート項目として利用しました。

（３）使いやすい柄の太さと許容範囲
　包丁の使いやすさには柄の握りやすさが重要であり、
その中でも太さは基礎の部分です。そこで使いやすい包
丁の柄の太さについて実験しました。基準としている人

体寸法は握り内径（示指）（定義：親指と人差し指で円を
作ったときの円の直径）です。今後ここで得られた太さを
基準として、具体的な形状について検討しました。

（４）切断作業に特化した柄の開発
　柄の形状が握った掌にフィットすると、①切断作業に
必要な、人が発揮する力が包丁に伝わりやすくなるため、
結果的に、少ない力で切断作業を行うことが可能である
②握る力が少なくてすむと、切断する力も入れやすく、作
業もしやすい（これは腕には複数の筋肉が密集しており、
握るための筋肉が大きな力を発揮するとその筋肉が硬く
なってしまい、動かすために必要な筋肉が動かしにくく
なるため）といった効果が期待できます。そこで、握った
掌の形状測定を行い、そこから柄形状を試作、評価してみ
ました。その結果、標準品と比較して、筋肉の負担も小さ
く、アンケートでも評価が高い柄形状が出来ました。

＊ご興味のある方は下記担当までご連絡ください。
　　　　　　岐阜県工業技術研究所　複合材料部　安藤

握り型：55%

柄元握り型：29%

人差し指押さえ型：8%

親指押さえ型：6%

人差し型：2%
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【使いやすい】評価構造の上位項目

握り内径（示指） 28.5mm 43.5mm33.5mm 38.5mm

Ｓ:21.25mm

Ｍ:26.25mm

Ｌ:31.25mm

実験に用いた柄の太さの異なる包丁

各サイズに対応する握り内径（示指）

握り内径（示指）

3軸断面線

粘土による採型 断面線の位置

設計図

開発したMサイズの柄比較した標準品
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